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令和８年7月6日　第2223回例会
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会員卓話＝「会長・幹事　就任の挨拶」 母子の健康月間７月

●宮脇会長・林幹事／一年間大変お世話になりました。皆
さまのおかげでここまでこれました。感謝を込めてスマイ
ルします。
●丸元　貞夫さん／第 49 代会長・幹事として、宮脇・林号
の昨年（7月 1日より）出港以来向う 1年間の航海を終えて、
本日無事に帰港されました。その間、色々の事が在ったか
と思いますが、流石の名船長、名機関長でした。大変お疲
れさまでした。本日は大いに飲んで、大いに休んでください。
●橋元　隆さん／宮脇会長、林幹事お疲れ様でした。名コ
ンビの会長幹事でした。特にクリスマス家族忘年会でのT・
T兄弟は楽しませていただきました。
●田中　和俊さん／皆様のおかげで、鹿児島市内 Bグルー
プのガバナー補佐という大役をなんとか務め上げることが
できました。これからも鹿児島中央ロータリークラブのた
めにがんばっていきたいと思います。一年間ありあとうご
ざいました。そして宮脇会長、林幹事も一年間お疲れ様で
した。ありがとうございました。
●吉田　健朗さん／宮脇会長、林幹事、田中ガバナー補佐
におかれては一年間お疲れ様でした。引き続きロータリー
情報委員会委員長と SAAとしてご指導お願いします。里
さん、浦島さんも退会残念ですが 50 周年は勿論お時間あれ
ば遊びに来て下さい。
●小福田　博さん／宮脇会長、林幹事及び田中ガバナー補
佐、1年間お疲れさまでした。肩の荷がおりましたね。林
幹事はまだ SAAがありますから、また、あの低音ボイス
を聞くことが出来ることを楽しみにしています。本当に御
苦労様でした。

●川路　理幸さん／宮脇会長、林幹事、田中ガバナー補佐、
一年間おつかれさまでした。解放感に浸っていることと思
います。ゆっくり休んで下さい。
●逆瀬川　勇さん／宮脇会長、林幹事、田中ガバナー補佐、
ごくろうさまでした。楽しい一年でした。これからも御指
導宜しくお願い致します。　
●浦島　優子さん／急ではございますが、6月末をもって
一度ロータリーを退会させていただくことになりました。
新しくスタッフが増え、仕事が落ち着きましたら、またお
邪魔させて下さいませ。今までお世話になり、本当に本当
にありがとうございました。

6月29日のスマイル　小計 37,000円　2025〜2026年度　累計842,865円

会長の時間：宮脇　謙舟　会長
会務報告：林　幸一郎　幹事
１）本日の配布　　なし
２）次週　7/6（月）例会プログラム
　・会員卓話＝「会長・幹事就任の挨拶」　
　・定例理事会開催　例会終了後　社交室にて
出席報告：出席委員会　
スマイルボックス：親睦委員会

卓話：「会長・幹事任期を終えて」
　宮脇　謙舟　会長　
　林　幸一郎　幹事

次回例会　令和８年7月13日（月）

50周年記念式典全体会議

出席率 会員数 出席数 出席報告
第2222回例会 47名 26名 56.52%
前々回（6月15日）の補正 47名 30名 65.22%

会長・幹事任期を終えて会長・幹事任期を終えて

会長　宮脇　謙舟

皆様、こんばんは

一年間、本当にありがとうござい

ました。

あっという間の一年だったように

感じております。

一年を振り返らせていただきます。

まず何と言っても、我がクラブの象徴ともい

える海江田さんが 5月にご逝去され、私たちは

大きな支えを失った中でのスタートとなりまし

た。改めてご冥福をお祈り申し上げます。

年度が始まりましてすぐ、7月 4 日に、セ釜

山 RC の離就任式に参加いたしました。2泊 3

日の短い滞在ではありましたが、空港でのお出

迎えからお見送りまで、終始温かくおもてなし

いただき、大変心に残る訪問となりました。今

年 10月の 50 周年記念式典には、多くの皆様が

鹿児島へお越しくださる予定ですので、私たち

も心を込めてお迎えしたいと思っております。

8月には、ふぁみり庵はいから亭にて納涼家

族会を開催いたしました。また、ガバナー公式

訪問では、西本ガバナーの明るさと情熱に大い

に刺激を受け、本年度の活動への大きな活力と

なりました。

10 月には延岡で地区大会が開催されました。

遠方にもかかわらず 13名の会員の皆様にご参加

いただきました。ありがとうございました。

12月には、那覇西RCとの高校生交流事業を

実施いたしました。この事業は、平成 14年に中

央クラブ 25周年、那覇西クラブ 40周年の記念

事業として友好クラブ盟約を締結したことを契

機に始まり、コロナ禍で一時中断はありました

が、継続して行っております。樟南高等学校と

沖縄尚学高等学校の生徒たちが毎年交互に訪問

し、交流を深めています。

また、恒例となっております鹿児島乳児院へ

のクリスマスプレゼント贈呈も行いました。施

設の皆様にも大変喜んでいただき、南日本放送

様、南日本新聞様にも取材していただきました。

鹿児島乳児院では、さまざまな事情により家

庭で養育できない 3歳までの子どもたちが生活

しています。今年も一人ひとりに自分だけのお

もちゃを贈ることができ、子どもたちの笑顔を

見ることができました。

ただ、トナカイ役の林さんが大きすぎたのか、

子どもたちに泣かれてしまいまして、浦島さん

と娘さんに主役をお願いすることになりました。

21日には忘年家族会を開催し、國料親睦委員

長をはじめ親睦委員の皆様のおかげで、大変楽

しいひとときを過ごすことができました。恒例

のビンゴ大会も、多くの皆様のご協力で素晴ら

しい景品が揃いました。本当にありがとうござ

いました。また、私の苦手な余興も、林幹事がしっ

かり準備してくださいまして、何とか無事に終

えることができました。

1月には鹿児島市内ロータリークラブ新春合

同例会が開催され、次年度担当クラブとして閉

会の挨拶をさせていただきました。来年度は中

央クラブが担当となりますので、吉田会長のも

と、皆様どうぞご協力をお願いいたします。

2月にはロータリー奉仕デーとして献血活動

を行い、予定を上回る多くの皆様にご協力をい

ただきました。ありがとうございました。
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2025 〜 2026 年度スマイルランキング

金　　額 回　　数

1 逆瀬川　　　勇 1 林　　　幸一郎
2 林　　　幸一郎 2 宮　脇　謙　舟
3 丸　元　貞　夫 3 本　坊　　　修
4 宮　脇　謙　舟 4 石　塚　俊　雄
5 石　塚　俊　雄 4 福　山　泰　広
6 竹　添　　　寛 4 吉　田　健　朗
7 本　坊　　　修 7 丸　元　貞　夫
8 里　　　良　男 7 橋　元　　　隆
9 福　山　泰　広 7 田　中　和　俊
10 吉　田　健　朗 7 川　路　理　幸

7 志　賀　啓　一
7 浦　島　優　子



幹事として過ごした一年は、決して私一人で

成し遂げたものではありません。支えてくださっ

たすべての皆様とのご縁に心から感謝申し上げ

ます。この経験を今後の人生、そしてロータリー

活動に生かし、微力ではありますが、これから

も奉仕の精神を大切にしながら、鹿児島中央ロー

タリークラブの発展のために力を尽くしてまい

ります。

最後になりますが、この一年間、本当にあり

がとうございました。皆様のご健康とご多幸、

そして鹿児島中央ロータリークラブのさらなる

発展を心よりお祈り申し上げ、感謝のご挨拶と

させていただきます。

ガバナー補佐任期を終えてガバナー補佐任期を終えて

鹿児島市内Bグループガバナー補佐

田中　和俊

　今年度は会員の皆様のおかげ

で、鹿児島市内Ｂグループのガバ

ナー補佐という大役をなんとか務め

させてさせていただきました。推薦

してくださった理事の皆様には御礼を申し上げ

ます。ありがとうございました。

私にとってガバナー補佐のお役目は、とても

いい経験になりました。まず地区運営の中枢に

関われたこと。ガバナーや地区幹事とも気軽に

やりとりができましたし、地区の組織のしくみ

もある程度は理解できました。また市内担当ク

ラブにも訪問して、それぞれのいいところや足

りないところを感じることができました。他の

グループのガバナー補佐とも親しくなり、いろ

いろと意見交換をする中でロータリーの素晴ら

しさを再度感じることができました。

特に記憶に残ってるのが、ロータリー奉仕デー

の献血でした。山形屋ベルク広場とイオンモー

ル鹿児島と２会場に分かれて開催しましたが、

合計で１４０名ほどの皆様にご参加いただきま

した。私も１日中立ちっぱなしで疲れましたが、

イベントとしては大成功でしたので疲れも吹き

飛びました。担当の鹿児島ロータリークラブの

皆さんも、実行委員長の有川さんや会長幹事を

筆頭に本当によく動いてくださったと思います。

これまであまり意識していなかった会員増強

についても、その大切さを痛感しました。やは

り人数の少ないクラブは寂しいです。我が鹿児

島中央ロータリークラブも段々と会員数が減り、

とても心配しています。会員全員でがんばって、

少なくとも５０名は達成しましょう。そして鹿

児島中央ロータリークラブは最高のロータリー

クラブであることを、みんなで実感しましょう。

一年間ありがとうございました。

4月には観桜会をグランセレッソ鹿児島天文

館で開催し、素晴らしい景色とともに楽しい時

間を過ごしました。

また、会津若松西 RC を訪問いたしました。

鹿児島と会津若松は、歴史上、対照的な道を歩

んだ過去も御座いますし、地理的にも離れてお

りますが、郷土を愛し、人とのつながりを大切

にする精神には深く通じるものを感じました。

これからも交流を深めていきたいと思っており

ます。

5月には、1月 3 日にご逝去された前迫会員

を偲ぶ会を開催いたしました。前迫さんは 11年

前に第 38代会長を務められ、私はその際、幹事

としてご一緒させていただきました。その後も

ゴルフや食事をご一緒する機会が多く、突然の

お別れは本当に残念でなりませんでした。改め

て心よりご冥福をお祈り申し上げます。

そして、本年度は、何よりも会員増強を最重

要目標として取り組んでまいりました。しかし

私の力不足で、結果としては、51 名から 47 名

へと減少することとなりました。

来年度はいよいよ 50 周年という大きな節目

を迎えます。会員数の減少は予算面だけでなく、

事業の継続やクラブの活力にも大きく影響しま

す。ぜひ引き続き、会員増強に皆様のお力添え

をお願いしたいと思います。

最後になりますが、林さんに幹事を務めてい

ただきましたが、やはり大きな会社で出世をさ

れる方はきちんと資料へ目を通す、段取りを準

備する、等、凄いなと思いました。なによりも

お酒が入ると食が進まない私の食事を食べてい

ただきました事に感謝を申し上げたいと思いま

す。また、事務局の安部さん、理事・委員長を

はじめ、会員の皆様のお支えがあったからこそ、

至らない点も多く、ご迷惑をお掛けしながらで

はありましたが、何とか一年間務め上げること

ができました。

この一年、多くの皆様に支えていただきまし

たことに、心より感謝申し上げます。

本当に一年間、ありがとうございました。

幹事　林　幸一郎

一年間、鹿児島中央ロータリーク

ラブの幹事という大役を務めさせて

いただき、心より感謝申し上げます。

振り返りますと、この一年は多く

の方々に支えられ、学びと感動に満ちた、大変

実りある時間でした。幹事という立場は、例会

や理事会の運営をはじめ、さまざまな調整や準

備など責任の重い役割でしたが、宮脇会長の力

強いリーダーシップのもと、事務局の安部さん

には細やかで温かいご支援をいただき、またガ

バナー補佐の田中さんからも貴重なご助言とご

指導を賜りました。そして何より、会員の皆様

お一人おひとりのご理解、ご協力、ご支援があっ

たからこそ、一年間の務めを無事に果たすこと

ができたと心から感じています。

この一年を通して、ロータリーの「奉仕の精

神」とは、決して特別なことではなく、それぞ

れが相手を思いやり、自分にできることを積み

重ねていく姿勢そのものなのだと実感しました。

幹事として多くの場面でその精神に触れ、自分

自身も大きく成長する機会をいただいたことに

深く感謝しております。

また、姉妹・友好盟約を締結しているセ釜山

ロータリークラブ、そして会津若松西ロータリー

クラブとの交流も、大変印象深い経験となりま

した。それぞれのクラブには、それぞれの歴史

や文化、活動の特色があり、クラブごとの温か

な雰囲気や会員の皆様の友情に触れることで、

ロータリーの輪が国や地域を越えて広がってい

ることを実感しました。同じロータリアンであ

りながら、それぞれの土地ならではの魅力や考

え方に触れられたことは、私にとってかけがえ

のない財産です。

さらに、毎週の例会でのプログラムや会員、

外部卓話を通して、さまざまな分野で活躍され

る方々のお話を伺い、多様な文化や価値観、社

会の動きについて学ぶ機会にも恵まれました。

自分では出会うことのなかった世界を知ること

ができ、視野が広がるとともに、改めて学び続

けることの大切さを感じた一年でもありました。


